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概要 

世界語である数学によって国際理解教育を実現する開発研究の一環として、異国教室間数学コミ

ュニケーションを行う掲示板サイトを設けて、日豪高校数学教室間で班毎に協働的問題解決を実

施し、英語でなされた数学コミュニケーションに数学的営みが現れていること、その営みが異文化

体験をもたらすことを指摘した。 
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解釈学的な態度とみることができる(磯田2(01)。

実際、先方執筆者の意図を想定して先方の記載

を読みとり、先方の読者の立場を想定してメッセ

ージを送るそのような態度が、図2の随所に認め

られる。例えば(B)では、具体例を示し、それ

を文字で寸主化する記述手順が採用されている。

未知の先方へ送るための配慮である。逆に、 (B)

は、日本側から読めば、オーストラリア側は文字

式の一般表現を理解していないかに思える。

(F)ゃ (H)は、先方を傷つけないように相手

が解釈してくれることを期待している。

4.実現した異国間数学コミュニケーション

1)反映された数学の本性

媒介手段の選択が、媒介手段の機能・制約の選

択に直結するという。物理的媒介手段としてのイ

ンターネット掲示板のもつ機能・制約が、 3で指

摘した特徴は反映している。例えば、インターネ

ットが流し得る情報に制約を与えたと考えれば、

班問・班内コミュニケーションの相違は、開発し

たサイトの機能・制約と説明できる。もっとも、

これに類するコミュニケーションの特徴は、時に

一教室内での班・一斉活動でも認めうる。

同様に、心的な媒介手段としての数学の特質が、

3で指摘した特徴に反映している。例えば、上述

した、数値による具体と文字による寸支の相違、

そして、オーストラリアと日本との文字利用にお

ける文字の持つ寸競現の相違を意識するなどは、

数学のもつ言語特性が反映されたものであり、そ

のような表現で、考えが共有できる、答えが一致

するという信念も数学らしい点である。異文化を

前提にした国語や社会ではむしろ違いが際だつだ

ろう。

このように考えると、3で述べた特徴に、数学

の特徴が反映されていることがわかる。例えば、

数学では、問題の解答を発見するために表す過程

と、解答を相手に伝えるように著す過程とでは、

表現の仕方が異なる。このプロジェクトでは、掲

示板サイトは、意識的に異国の先方に英語による

手車問彰式でメッセージを送ることを求めている。

日本の授業者は、普段の答案の自己流の書き方と

比較して、今回、生徒の掲示板への書き方が先方

への配慮に満ちていることを認めている。数学を

伝えるための表現行為がなされているのである。

フェルマや、デカルト、パスカル等の手紙にあっ

たのと同様な、発見したことを他者に伝えようと

する数学者らしい営みが、そこに現れている(磯

田1999)。英語入力を求めたことで、特に、日本

側は考えたままに入力することは難しかった。

2)解釈学的営みに基づく異文化体験

このような数学的営みから生徒が受けたインパ

クトは、我々が研究計画時に抱いた数学が世界語

であるという印象よりはむしろ、数学はその地域

に依存しているというものであった。例えば、「国

が違えば数学は違う」という質問紙調査をプロジ

ェクトの前後に日豪で行った(全面否定が1ポイ

ント，全面肯定が5ポイント)。オーストラリア

では、プロジェクト前後で、中間的な値3ポイン

トで有意な差がなかった。日本では、プロジェク

ト前で2.48ポイント、後で3.15ポイントを示し

有意差があった。オーストラリアは多文化国家で

あり、対象生徒も他民族であるため、特にこのプ

ロジェクトは特別な数学的体験とは言えなかった

と考えられる。一方、日本の生徒は、それぞれの

班で、先方からのちょっとした代数表現の相違か

らグラフ電卓の利用といった大幅な相違にまで当

面し、授業中にその驚きや当惑を顕わしていた。

このプロジェクトは、そのセッテイングにおい

て、相手にこの表現で送ってわかるだろうか、相

手はどのように考えてこのように書いたのであろ

うかという共時的な解釈学的営みを求めている。

そのような営みを通じて、普段、単一文化とも言

える日本国内で数学を学ぶ生徒達は、結果として

数学上の豊かな異文化体験をしたと考えられる。
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